
ガンバレ中央大学！ ―活躍する陸上競技部

　２０１０年７月１９日から２５日までの７日間、カナダのモンクトンで開催
された第１３回世界ジュニア陸上競技選手権大会において、飯塚翔太選
手（法１）が男子２００ｍで優勝し、金メダルを獲得しました。
　なお、世界ジュニア陸上競技選手権大会における男子短距離種目で
の金メダル獲得は、日本陸上競技史上、初の快挙です。

世界ジュニア男子２００ｍで優勝
飯塚選手、日本男子短距離初の金メダル

　2010年5月に行われた第89回関東学生陸上競技対校
選手権大会男子4×100mリレーで、中央大学が38秒54
の日本学生新記録を樹立して優勝しました。
　この38秒54という記録は、日本代表などを除き、単独
チームとしては日本最高記録となるもので、2008年の北
京オリンピック、2009年のベルリン世界陸上選手権に当
てはめると、それぞれ5位、6位に相当する好記録です。

　2010年9月開催の日本学生陸上競技対校選手権大会4×400mリレーで、男子は23年ぶり、
女子は13年ぶりに本学が優勝しました。この種目で男女同一大学が優勝するのは大会史上初の
快挙となりました。

関東インカレ　男子4×100mリレー
日本学生新記録を樹立し優勝

日本インカレ史上初　4×400mリレー
男女ともに中央大学が優勝

Ｃマークを作る男子4×400mリレーメンバー
（写真提供：中大スポーツ新聞部）

写真は関東インカレの４×１００ｍリレー時
写真提供：中大スポーツ新聞部

男子4×100mリレーメンバー（写真提供：陸上競技部）

女子4×400ｍリレー最終走者の田子雅選手（法4）
（写真提供：中大スポーツ新聞部）

※学年はすべて2010年度のものとなります。

第１走者　畠山純選手（総２） 第２走者　川面聡太選手（法３）
第３走者　河合元紀選手（文３） 第４走者　飯塚翔太選手（法１）

＜女子＞
第１走者　利根川由佳選手（商４） 第２走者　矢野美幸選手（文３）
第３走者　清水佳奈選手（文３） 第４走者　田子雅選手（法４）

＜男子＞
第１走者　鬼塚祐志選手（法２） 第２走者　木村淳選手（法１）
第３走者　近藤敦嗣選手（法４） 第４走者　山下貴大選手（経４）
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2010年度番組タイトル一覧
第74回
「変貌する世界経済とAPEC
　　　　　  - 日本に期待
　　　　　　される役割 -」 

長谷川　聰哲
経済学部教授

10月

第77回
「フェアトレードを通じた
　　　　　　　共生社会の
　　　　　　　　　　創造」 

日高　克平
商学部教授

１月

第75回
「人にやさしい情報社会を
　　　　　　　　目指して」 

加藤　俊一
理工学部教授

11月

第78回
「ギリシアから日本に来た
　　　　　　　　　　神々」 

田辺　勝美
総合政策学部教授

２月

第76回
「コレラ・パンデミック
　　　　　　～疫病による
　　　　　　　英国都市の
　　　　　　　　　　変容」  

見市　雅俊
文学部教授

12月

第79回
「やわらかすぎる日本語
　　　　　 ～日本語の光と
　　　　　　　　　　影～」 

加賀野井　秀一
理工学部教授

３月

（2011・1・18～23　東京体育館）
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